【Zoom講座】吉田松陰の言葉を読む　第３回：７月１８日（土）午後

◎（上123頁）
吾 (われ)嘗 (かつ)て大 (たい)勇 (ゆう)のことを夫 (ふう)子 (し)［孔子］に聞 (き)けり。自 (みずか)ら反 (かえり)みて縮 (なお)からずんば、褐 (かっと)寛 (かん)博 (ぱく)と雖 (いえど)も惴 (おそ)れざらんや。自 (みずか)ら反 (かえり)みて縮 (なお)ければ、千 (せん)万 (まん)人 (にん)と雖 (いえど)も吾 (われ)往 (い)かん。…

　夫 (そ)れは、気 (き)の帥 (すい)なり。気 (き)は、体 (たい)の充 (じゅう)なり。夫 (そ)れ至 (いた)れば気 (き)は次 (つ)げり。故 (ゆえ)に曰 (いわ)く、其 (そ)の志 (こころざし)を持 (じ)し、其 (そ)の気 (き)をうこと無 (な)かれ、と。…

我 (われ)善 (よ)く吾 (わ)が浩 (こう)然 (ねん)の気 (き)を養 (やしな)う。…
至 (し)大 (だい)至 (し)剛 (ごう)、直 (ちょく)を以 (もっ)て養 (やしな)いて害 (がい)することなければ、則 (すなわ)ち天 (てん)地 (ち)の間 (かん)に塞 (ふさ)がる。…

助 (じょ)長 (ちょう)すること勿 (なか)かれ。宋 (そう)人 (じん)の若 (ごと)くすること無 (な)かれ。
宋人 (そうじん)其 (そ)の苗 (なえ)の長 (ちょう)ぜざることを閔 (うれ)えて、を揠 (ぬ)く有 (あ)り。芒 (ぼう)芒 (ぼう)然 (ぜん)として帰 (かえ)る。其 (そ)の人 (ひと)にりてく、今日 (きょう)病 (つか)れぬ。予 (よ)苗 (なえ)の長 (ちょう)ずるをけり。其 (そ)の子 (こ)趨 (はし)り往 (ゆ)きて之 (これ)を視 (み)れば、苗 (なえ)則 (すなわ)ちれたり。
天 (てん)下 (か)の苗 (なえ)の長 (ちょう)ずるをけざる者 (もの)寡 (すく)なし。以 (もっ)て益 (えき)無 (な)しとして之 (これ)を舍 (す)つる者 (もの)は、苗 (なえ)を耘 (くさぎ)［耕したり世話をしたりすること］らざる者 (もの)なり。之 (これ)が長 (ちょう)ずるをくる者 (もの)は、苗 (なえ)をくなり。徒 (ただ)益 (えき)無 (な)きのみに非 (あら)ずして、又 (また)之 (これ)を害 (がい)す、と。 （上123頁）

此 (こ)の一 (いっ)節 (せつ)最 (もっと)も詳 (つまびら)かに読 (よ)むべし。
至 (し)大 (だい)とは浩 (こう)然 (ねん)の気 (き)の形 (けい)状 (じょう)なり。… 豈 (あ)に大 (だい)ならずや。然 (しか)れども此 (こ)の気 (き)を養 (やしな)わざる時 (とき)は、一 (いち)人 (にん)に対 (たい)しても忸 (じく)怩 (じ)として容 (い)れざるし。況 (いわん)や十 (じゅう)数 (すう)人 (にん)に対 (たい)するをや。況 (いわん)や千 (せん)万 (まん)人 (にん)をや。蓋 (けだ)し此 (こ)の気 (き)養 (やしな)いて是 (こ)れをにすれば、其 (そ)の大 (だい)極 (きわま)りなし。… 浩 (こう)然 (ねん)は大 (だい)の至 (いた)れるものなり。
至 (し)剛 (ごう)とは浩 (こう)然 (ねん)の気 (き)の模 (も)様 (よう)なり。「富 (ふう)貴 (き)もする能 (あた)わず、貧 (ひん)賎 (せん)も移 (うつ)す能 (あた)はず、威武 (いぶ)もする能 (あた)わず」と云 (い)う、即 (すなわ)ち此 (こ)の気 (き)なり。

「直 (ちょく)を以 (もっ)て養 (やしな)いて害 (がい)すること無 (な)し」とは即 (すなわ)ち「其 (そ)の志 (こころざし)を持 (じ)し、其 (そ)の気 (き)をうこと無 (な)し」の義 (ぎ)にして、浩 (こう)然 (ねん)の気 (き)をうのなり。
「其 (そ)の志 (こころざし)を持 (じ)す」と云 (い)うは、我 (わ)が聖 (せい)賢 (けん)を学 (まな)ばんとするのを持 (も)ち詰 (つ)めて片 (かた)時 (とき)もがせなくすることなり。
学 (がく)問 (もん)の大 (だい)禁 (きん)忌 (き)は作 (さく)輟 (てつ)なり。或 (あるい)はしは輟 (や)むることありてはに成 (じょう)就 (じゅ)することなし。故 (ゆえ)に片 (かた)時 (とき)も此 (こ)の志 (こころざし)をがせなくするを、其 (そ)の志 (こころざし)を持 (じ)すと云 (い)う。…
浩 (こう)然 (ねん)の気 (き)は古 (こ)来 (らい)聖 (せい)賢 (けん)相 (あい)伝 (つた)えて、孟 (もう)子 (し)に至 (いた)り発 (ほつ)明 (みょう)する処 (ところ)、者 (しゃ)にても切 (せつ)実 (じつ)なること故 (ゆえ)に (に)、特 (とく)に是 (これ)を詳 (つまびらか)にす。

◎（137頁）
「天 (てん)の作 (な)す孽 (わざわい)は違 (さ)くべきも、自 (みずか)ら作 (つく)るは遁 (のが)るべからず。」
　　（孟子は、この先人の言葉を2回繰り返している。）
「禍 (か)福 (ふく)は己 (おのれ)より之 (これ)を求 (もと)めざる者 (もの)なし。」（137頁）

此 (こ)の語 (ご)甚 (はなは)だ妙 (みょう)。…
古 (こ)今 (こん)共 (とも)に愚 (ぐ)昧 (まい)の人 (にん)情 (じょう)は同 (おな)じ事 (こと)にて、兎 (と)角 (かく)天 (てん)や神 (かみ)やの禍 (か)福 (ふく)を降 (くだ)す如 (ごと)く思 (おも)う故 (ゆえ)に、孟 (もう)子 (し)特 (とく)に云 (い)わく、「禍 (か)福 (ふく)天 (てん)より降 (くだ)るに非 (あら)ず、神 (かみ)より出 (い)づるにず、己 (おのれ)より求 (もと)めざる者 (もの)なし」となり。此 (こ)の理 (り)を知 (し)りて、初 (はじ)めて共 (とも)に道 (みち)に入 (い)るべし。
此 (こ)の理 (り)を知 (し)らざる者 (もの)は、天 (てん)地 (ち)鬼 (き)神 (しん)にのみこびへつらいて、己 (おのれ)の行 (おこない)は修 (おさ)めず。是 (これ)ををして禍 (か)を求 (もと)むると云 (い)う。小 (しょう)人 (じん)の行 (おこな)う所 (ところ)、皆 (みな)然 (しか)り。憐 (あわ)れむべきのみ。

（ここから印字した。）
◎（上 143頁 (ページ)）「仁 (じん)は天 (てん)の尊爵 (そんしゃく)なり、人 (ひと)の安宅 (あんたく)なり」
尊爵 (そんしゃく)・安宅 (あんたく)は正 (まさ)に人役 (じんえき)と相反 (あいはん)す。［人役は、人から使われること］
何 (なに)をか「尊 (そん)爵 (しゃく)」と云 (い)う。人 (ひと)、本 (もと)心 (こころ)を存 (そん)し、人 (じん)道 (どう)にてう所 (ところ)なければ、仮令 (たとい)一時に屈 (くつ)抑 (よく)せらるるとも、万世 (ばんせい)に発揚 (はつよう)すべし。俗 (ぞく)輩 (はい)に侮 (ぶ)せらるるとも、道 (みち)を知 (し)る者 (もの)には尊 (そん)崇 (すう)せらるべし。道 (みち)を知 (し)る者 (もの)の尊 (そん)崇 (すう)は万 (ばん)世 (せい)に発 (はつ)揚 (よう)するに足 (た)る。固 (もと)より俗 (ぞく)輩 (はい)の凌 (りょう)侮 (ぶ)、時 (じ)の屈 (くつ)抑 (よく)の比 (ひ)すべきならんや。故 (ゆえ)に是 (これ)を「尊 (そん)爵 (しゃく)」と云 (い)う。
 何 (なに)をか「安 (あん)宅 (たく)」と云 (い)う。凡 (およ)そ人 (ひと)の居 (い)る所 (ところ)、金 (きん)城 (じょう)湯 (とう)池 (ち)と雖 (いえ)ども、彫 (ちょう)牆 (しょう)画 (が)屋 (おく)と雖 (いえ)ども、是 (ここ)に居 (お)るに徳 (とく)を以 (もっ)てせざれば、衆 (しゅう)怒 (ど)並 (なら)び起 (おこ)り、群 (ぐん)怨 (えん)日 (ひ)に盛 (さかん)にして、一日 (いちにち)も其 (そ)の居 (きょ)を安 (やす)んずること能 (あた)はず。且 (かつ)一 (いち)時 (じ)の機 (き)に乗 (じょう)じ、富 (ふう)貴 (き)尊 (そん)栄 (えい)を得 (え)ると雖 (いえ)ども、中 (ちゅう)心 (しん)自 (みずか)らじ、自 (みずか)ら愁 (うれ)い、んぜざるのしき、将 (は)たとかいわん。
くもにてることあらば、貧 (ひん)富 (ぷ)苦 (く)楽 (らく)・死 (し)生 (せい)得 (とく)喪 (そう)、往 (ゆ)くとして安 (やす)んじ且 (かつ)楽 (たの)しまざることなし。しらざれば、貧 (ひん)苦 (く)死 (し)喪 (そう)固 (もと)より哀 (かな)しむべくして、富 (ふ)楽 (らく)生 (せい)得 (とく)亦 (また)楽 (たの)しむことを得 (え)ず。営 (えい)々 (えい)汲 (きゅう)々 (きゅう)、人 (ひと)の役 (えき)となるのみ。故 (ゆえ)に世 (せ)人 (じん)の所 (いわ)謂 (ゆる)尊 (そん)爵 (しゃく)は真 (しん)の尊 (そん)爵 (しゃく)に非 (あら)ずして、安 (あん)宅 (たく)は真 (しん)の安 (あん)宅 (たく)に非 (あら)ず。
且 (かつ)真 (しん)の尊 (そん)爵 (しゃく)・安 (あん)宅 (たく)は、人 (にん)々 (にん)固 (こ)有 (ゆう)する所 (ところ)、得 (え)んと欲 (ほっ)すれば即 (すなわ)ち得 (う)。世 (せ)人 (じん)の尊 (そん)爵 (しゃく)・安 (あん)宅 (たく)の求 (もと)め難 (がた)きがきに非 (あら)ず。何 (なに)を苦 (くる)しみて久 (ひさ)しく人 (ひと)の役 (えき)となるや。わざるのしきなり。

◎（下585頁）
「古 (いにしえ)の人 (ひと)、古 (いにしえ)の人 (ひと)」と云 (い)う者 (もの)は、狂 (きょう)者 (しゃ)の常 (じょう)言 (げん)なり。余 (よ)常 (つね)に謂 (おも)う、古 (こ)人 (じん)・今 (こん)人 (じん)、異 (こと)なることなし。古 (こ)人 (じん)も…庸 (よう)俗 (ぞく)は庸 (よう)俗 (ぞく)なり。今 (こん)人 (じん)も豪 (ごう)傑 (けつ)は豪 (ごう)傑 (けつ)なり…。…
堯 (ぎょう)・舜 (しゅん)・湯 (とう)・文 (ぶん)・孔 (こう)・孟 (もう)の如 (ごと)きは、古 (こ)昔 (せき)にも稀 (まれ)なる人 (ひと)にて、五 (ご)百 (ひゃく)年 (ねん)乃 (すなわ)ち 一人 (ひとり)あるのみ。唯 (ただ)其 (そ)れ然 (しか)り。是 (ここ)を以て千 (せん)万 (ばん)世 (せい)に伝 (つた)えて泯 (びん)滅 (めっ)することなし。乃 (すなわ)ち是 (これ)古 (こ)人 (じん)の古 (こ)人 (じん)たる所以 (ゆえん)なり。
苟 (いやしく)も人 (にん)々自 (みずか)ら激 (げっ)昂 (こう)せば、今 (いま)豈 (あに)古 (いにしえ)に譲 (ゆず)らんや。翼 (こいねが)わくは今 (いま)より諸君 (しょくん)と共 (とも)に激昂 (げっこう)し、上 (かみ)往 (おう)聖 (せい)を継 (つ)ぎ、下 (しも)万 (ばん)世 (せい)を開 (ひら)くに足 (た)らば、吾 (わ)が党 (とう)と雖 (いえ)ども亦 (また)古 (いにしえ)の人 (ひと)に非 (あら)ざるはなし。
俗 (ぞく)人 (じん)の癖 (くせ)として、古 (こ)人 (じん)と云 (い)えば、神 (かみ)か鬼 (おに)か天 (てん)人 (にん)かにて、今 (こん)人 (じん)とは天 (あめ) 壤 (つち)［天地の差］の隔 (かく)絶 (ぜつ)をなせる如 (ごと)き者 (もの)と思 (おも)う。是 (これ)、自 (じ)暴 (ぼう)自 (じ)棄 (き)の極 (きわみ)にて、下 (した)に所謂 (いわゆる)「与 (とも)に堯 (ぎょう)・舜 (しゅん)の道 (みち) に入 (はい)る可 (べ)からず」とは此 (こ)の人 (ひと)なり。

◎（上238頁）
・孟子の本文　志士は溝 (こう)壑 (がく)（溝や谷）に在 (あ)ることを忘れず、勇士はその元 (こうべ)（頭）を喪 (うしな)うことを忘れず。

・（松陰の文）
　書を読むの要は、こられの語において、反復熟思すべし。…
　志士とは志達ありて節操を守る士なり。節操を守る士は、困窮するは固 (もと)より覚悟の前にて、早晩も飢餓して溝 (こう)谷 (こく)へ転死することを念 (おも)うてれず。勇士は戦場にて撃 (うち)死にするは固 (もと)より望む所なれば、早晩も首を取らるるとも、顧みざることを念 (おも)うて忘 (わす)れず。いやしくも士と生れたらん者は、志士・勇士とならずんば、恥ずべきのしき者なり。
　今、わがはい、囚繋 (しゅうけい)に陥り、まさに身を終わらんとす。これ宜 (よろ)しく志士の節操を心掛くべし。溝 (こう)壑 (がく)（溝や谷）をさえ忘れざれば、生をれいご（牢屋）に終わるとて、少しも頓着はあるまじ。かえって本望とする所なり。
　この志、一たび立ちて、人に求むることなく、世に願うことなく、昂然として天地古今を一視 (いっし)すべし。豈愉快ならずや。

◎（上239頁）
・孟子本文　己をまぐる者は、未だよく人を直 (なお)くする者あらざるなり。
・（松陰の言葉）この語、誠に切実というべし。

◎（上288頁）
・孟子本文　反 (かえ)りてこれを己に求む。
　　　　　　家の本は身に在り。
・（松陰の言葉）
　「反求」の二字、聖経賢伝、百千万言の帰着する所なり。「在身」の二字も、また同じ工夫なり。天下の事、大事小事、この道を離れて成ることなし。

◎（上333頁）
・（松陰の言葉）
　人の師とならんことを欲すれば、学ぶ所己が為に非ず。博聞強記、人の顧問に備わるのみ。しこうしてこれ学者の通患なり。わがはいもっとも自ら戒むべし。およそ学をなすの要は、己が為にするにあり。己が為にするは君子の学なり。人の為にするは小人の学なり。しこうして己が為にするの学は、人の師となるを好むに非ずして自ずから人の師となるべし。人の為にするの学が、人の為とならんと欲すれども遂に師となるに足らず。故にいわく、「記聞 (きぶん)の学は以て師となるに足らず」と。是 (これ)なり。
　以上、三章、人の毀誉 (きよ)にかかわらずして己を修め実を尽くし、言語を容易にせず、実行を以て自ら責任とし、人の師となるを好まずして己の為にするの実学を修むべきをいう。意ならびに相似たり。みな己を修め実を務むるの教えなり。

◎（上457頁）
「天 (てん)の此 (こ)の民 (たみ)を生 (しょう)ずるや、先 (せん)知 (ち)をして後 (こう)知 (ち)を覚 (さと)さしめ、先 (せん)覚 (かく)をして後 (こう)覚 (かく)を覚 (さと)さしむ。予 (よ)は天 (てん)民 (みん)の先 (せん)覚 (かく)者 (しゃ)なり。予 (よ)将 (まさ)に斯 (こ)の道 (みち)を以 (もっ)て斯 (こ)の民 (たみ)を覚 (さと)さんとするなり。予 (よ)之 (これ)を覚 (さと)すに非 (あら)ずして誰 (だれ)ぞや。」

此 (こ)の一 (いっ)節 (せつ)、反 (はん)復 (ふく)誦 (しょう)読 (どく)、以 (もっ)て志 (こころざし)をすべし。余 (よ)が愚 (ぐ)劣 (れつ)、事 (こと)にても知 (ち)覚 (かく)する所 (ところ)なし。何 (なん)ぞ「天 (てん)民 (みん)の先 (せん)覚 (かく)者 (しゃ)」を以 (もっ)て自 (みずか)ら居 (お)るべけんや。其 (そ)の狂 (きょう)妄 (もう)自 (みずか)ららざるも甚 (はなはだ)し。
然 (しか)れども茲 (ここ)に説 (せつ)あり。知 (し)ると云 (い)うも亦 (また)唯 (ただ)志 (こころざし)のみ。苟 (いやしく)も能 (よ)く伊 (い)尹 (いん)の志 (こころざし)を以 (もっ)て自 (みずか)ら信 (しん)ぜば、知 (ち)覚 (かく)にて自 (みずか)ら得 (え)る所 (ところ)あらん。然 (しか)らずして無 (む)知 (ち)・無 (む)覚 (かく)を以 (もっ)て徒 (いたずら)に自 (みずか)ら退 (たい)避 (ひ)する者 (もの)は、自 (じ)棄 (き)のしきなり。

◎（下２６５）
・孟子本文　
その心を尽くす者は、その性を知るなり。その性を知れば、則ち天を知る。

・（松陰の言葉）
　今人、未だかつて心を尽くさず。故にその一杯の所を知ること能 (あた)わず。…ただ心の一杯を尽くすのみ。…よろしく先ず、一事より、一日より始むべし。…
　性 (しょう)を知れば、自己の性分、皆わがものとなるなり。余、ここにおいて深く感ずることあり。人この性あり。この心あり。しかればこの天、また私が分外の事に非ず。わが一身の抱負また豈盛大ならずや。しかれども尽くさず知らざるに至りては、一 (いち)裸 (ら)虫 (ちゅう)にて、草木禽獣 (きんじゅう)の一類たるを免れず。しかる時は盛大雄偉の抱負、性といい心というもの、皆持ち腐りになるなり。豈甚だ惜しむべからざらんや。これを思はば、学問・行事、豈一日として廃怠すべけんや。


◎（下４０５）
「形 (かたち)をむ」とは、この篇 (へん)首 (しゅ)章 (しょう)「尽 (じん)心 (しん)」の義 (ぎ)と相 (あい)たり。心 (こころ)を尽 (つく)すは、心 (こころ)の一 (いっ)杯 (ぱい)を尽 (つく)すなり。
形 (かたち)をむは、形 (かたち)の持 (もち)前 (まえ)を使 (つか)うことなり。形 (かたち)は耳 (みみ)・目 (め)・口 (くち)・鼻 (はな)・四 (し)体 (たい)、皆 (みな)形 (かたち)なり。耳 (みみ)は善 (ぜん)悪 (あく)を聞 (き)き分 (ぶん)くるが持 (もち)前 (まえ)なり。目 (め)は善 (ぜん)悪 (あく)を視 (み)分 (わ)くるが持 (もち)前 (まえ)なり。口 (くち)・鼻 (はな)・四 (し)体 (たい)、皆 (みな)各 (おの)々 (おの)持 (もち)前 (まえ)あり。
　この持 (もち)前 (まえ)を使 (つか)わざるは夫 (ぷ)の常 (つね)なり。もしこれを使 (つか)わばち聖 (せい)人 (じん)なり。
　しこうして形 (かたち)をむはを尽 (つく)すとその実 (じつ)は両 (りょう)般 (はん)［別々］の事 (こと)に非 (あら)ず。そもそも造 (ぞう)化 (け)の妙 (みょう)、これらの所 (ところ)においてこれを観 (み)れば、実 (じつ)に驚 (おどろ)くに余 (あま)りあり。
　「万 (ばん)物 (ぶつ)皆 (みな)我 (われ)に備 (そな)わる」の義 (ぎ)も、良 (りょう)知 (ち)・良 (りょう)能 (のう)も、性 (せい)善 (ぜん)も、皆 (みな)これにて知 (し)るべし。
　人 (にん)々 (にん)その持 (もち)前 (まえ)を使 (つか)えば、即 (すなわ)ち聖人 (せいじん)にて、別 (べつ)に口 (く)伝 (でん)も秘 (ひ)訣 (けつ)もなきとは、妙 (みょう)なるかな妙 (みょう)なるかな。

